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学校みどりの日  

好天に恵まれた１７日（金）、聖高原まで片

道約６㎞の善光寺街道を１年生から６年生ま

でが「ともだちグループ」で励まし合い助け

合いしながら無事に歩き抜くことができまし

た。低学年児童にとってはかなり大変な山道

です。後半では、上の学年の子が低学年の子

の荷物を持ってあげる姿、手を引いたり後ろ

から手を添えて押したりして支える姿があち

らこちらで見られました。昼食後のグル

ープ活動も、リーダーの６年生は複数の

遊びを準備して、皆が飽きないように

次々に新しい遊びを提案して楽しませて

くれました。 

今年、わたしが一番心を動かされたこ

とは、ともだちグループの活動を終えて

全員が集合したとき、学年毎の活動に切

り替わるタイミングで、５年生の児童が

６年生への感謝を伝えるように全校児童

に声をかけてくれたことです。「６年生の皆さん、今日は友だちグループの

リーダーとして皆をここまで連れてきてくれて、楽しい遊びを考えて楽しま

せてくれてありがとうござい

ました」と全校の皆で拍手をし

て感謝の気持ちを伝えること

ができました。 

麻績小学校のよき伝統がま

た一つ生まれたことを感じま

した。昨年度の６年生の皆さん

が、このグループレクリエーシ

ョン計画に時間をかけて、そし

てとても苦労して準備をして

時間いっぱい楽しませてくれ

ました。その姿を見ていた現６

年生の皆さんは、今年度も同じように時間いっぱい皆が楽しめる遊びを準備

してくれました。そして、感謝の気持ちを伝えようと自ら動いてくれた５年

生の皆さんは、そんな６年生の姿を胸に刻んでくれたことでしょう。 

今年も「学校みどりの日」が、子どもたちの育ちを感じることのできる大
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きな意味をもつ行事となったことを、とてもうれしく思っています。 

お家の皆様、身支度や持ち物、そしておいしいお弁当のご準備（予備日で

ある２２日も）等、ありがとうございました。お陰様で子どもたちは、すて

きな時間を過ごすことができました。 

第１４回中信地区小学生陸上競技大会（５月１９日） 

５月の風が心地よく、時にやや荒々しく吹く松本平陸上競技場にて、８名

の選手の皆さんが、自己ベストに挑みました。その結果、６年髙野 翔さん

＜コンバインドＡ（走高跳・80mH）＞、５年平田 瑛路さん＜100ｍ＞

が、来月２３日の

県大会に出場でき

ることとなりまし

た。更に大きな大

会で、自己記録更

新に挑んできてほ

しいです。素敵な

チャンスをつかみ

ましたね。おめで

とうございます。 

黄色いユニフォームの麻績の選手が、それぞれに全力で取り組む姿、選手

同士お互いに励まし合い応援し合って競技する姿がとても清々しかったで

す。お家の皆様、当日の応援そしてここまでの練習へのご支援ありがとうご

ざいました。 


